


はじめに

とりあえず試作品です。

 
これからここに追加していきます。

 
パクリを防いで著作権を守るため、雑多な書き込み、ラフな下書き程度のものでもどんどん写してし

まいます。

 



女衒スホーイ・クォ氏ならびに愚連隊組織「極北連合」に対する告発状

虚構世界を築く前に実在世界の問題点を指摘・・・・バーニングという存在が何故いけないのか？

 
日本の芸能界で、2001半ば頃から2003初頭頃までのごく一時期において、既存の人気女優たちがい
っせいに世間からバッシングをうけて業績を落とし、そのかわりに彼女らにとって代わる人物の台頭

を望む空気が世間にかもしだされたことがありました。世間は時代遅れの”オールドウェーブ”な彼女
らに飽き飽きし、全く新しいタイプの”ニューウェ－ブ”なキャラクターを望んでいる…といったよ
うな、たとえてみればイギリスのロック界でのパンクが登場した時期の雰囲気と似たような感じです

。

イメージとしては、オールドウェーブの人たちというのが、”旧来の伝統的な価値観に基づく、男性
支持の多い女優やアイドルで、一方の”ニューウェ－ブというのが”、これからの女性上位時代にふさ
わしい、異性の目を気にせずに大股で自信満々に街を闊歩していそうな女優”です。
 
ですがよく考えてみてください。ニューウェーブのイメージを持たれている女優が”男にたよらなけ
れば生きていけない古風な女性”を演じる力がまるでなかったらどうでしょう？オールドウェイブな
女優がどっちも演じることができたらどうでしょう？どっちの女優が男に頼らずにちゃんと生活がで

きている、職業人として自立できている女性でしょうか？

 
答えはもちろん後者です。バーニングのタレントが問題して抱えているのは、この”イメージと実情
の逆転現象”です。バーニングのタレント（以後バータレと称す）で、その”イマドキのイメージ”にも
かかわらず芸能界において”技術”一本槍で勝負している女性はほとんどいないのです。
 
じゃあ何で勝負してるのかといわれれば、それは”イメージ戦略”です。たとえば”スキャンダルが出な
いこと”。”世間からもたれる私生活のイメージが演じている役柄と一致しているために、世間からの
批判がすくないこと”などです。
 
（あーあホントくだらないですね。よく考えたら、役者なんて”演じる”のが仕事なのですから当人の
私生活なんて関係ないじゃないですか！ですが、消費者がそれを求めちゃっているのですからしょう

がありませんな）

 

 
イメージ戦略の畑においてはバータレはほぼ”無敵状態”で、ほかの事務所タレントが入る余地はほと
んどありません。ですから他之事務所は”負け確定”であるこの土俵で積極的にバーニングに勝負を挑
んでは来ず、はなから降りてしまっているのです。



 
じゃあ降りたあとにどこに逃れてるのかというと”実力勝負の畑”です。バータレ以外の女優たちは結
構実力はあります。虚飾の通じない海外で実際に活躍できているのは、圧倒的にバーニング以外のひ

とたちです。

一方、多くのバータレは、ルックスを含む当人の素質や技量を周防氏にかわれたわけではありません

。たとえばバータレの整形前の写真がやたらと出ていますが、バーニングという権力を借りたがる理

由が思わずわかってしまうような地味なご面相ばかりです。”外見は芸能の実力のうちに入らない”と
は言い切れません。ルックスも素質のうちです。芸能人のルックスに対して消費者はお金を払うので

すから…。もしタレントが売れた原因が整形後の美しいルックスよるもので、デビュー時の過度のご
り押しや整形も周防氏などの芸能プロダクションの実力者の出資によるものであるならば、そのタレ

ントは事務所に対して強い発言権がなくなってしまうからです。”整形費用をだしたのも俺、いろん
なところに売り出しを頼んだのも俺、お前が売れた理由もそれ。つまりタレント性とは、すべて我々

が施した後天的なものにすぎない。お 前の潜在的なタレント性を買っていたわけではない、俺の言っ
てることに文句があるならば出て行ってもかまわんよ”タレントが周防にこういわれたら何も言い返
すことはできず、今までのように搾取を甘んじて受け入れ続けるしかありません。

 
もし事務所が、タレントに投資したぶんの資金回収ができていなかったら、”出て行ってもかま
わん”が”元取るまで出してやるものか”にかわり、この”強権発動”によって、出て行く意志すら表明で
きなくなります。まさに事務所に足元を見られて自由を奪われている置屋の芸者かタコ部屋のドカタ

状態といえましょう。ですが、もし整形が必要の無いルックスと、素質や才能がもとからタレントに

備わっていたのなら、このような悲惨な状態に陥ってはいないはずです。ですからバーニングは実力

勝負をしたがる、生まれつき素質のある逸材をあまり採用したがりませんし、すでにとったタレン

トに、演技力などの業界を生きていける技術を付けさせることにも消極的です。（自分は素質がある

と自覚している子はバーニングには行かずに最初からほかの事務所に入ります。バーニングに入って

もすぐに不満が出てきて出たくなるのがわかりきっているからです）。

 
結局、彼（バーニングの周防氏）のもくろみとは、タレント性もないので、当然権利も主張できない

、よって契約金や初期のギャラなどの”元値”の低いタレントを仕入れてきて、その割には単価の高い
仕事をとってきて、その差額で多く利益をあげることなのです。

 
もとから技術がある人間、あるいはこれから教育する価値があるような伸びしろのある人間を雇う

場合、雇う側は雇われた側から足元を見られます。そういう人は最初の立ち位置が高いか、あるいは

成長が早いですから、いずれは独立したがったり昇給を申し出たりして、事務所側はそれを飲まざる

をえなくなります。バーニングはそれが嫌なのです。

安く仕入れて、高く売ること自体は何もまちがっているわけではありません。元がたいしたことない

人間でも高い技術を持てるようになるなどといった、”高度な教育ノウハウ”を事務所が持っているな



らばそれは事務所側の技術のうちでありますから、そういった事務所ならば、お前が高い技術を持て

るようになったのはうちの高度なノウハウのおかげなんだぞと、タレントの足元を見てもいっこうに

かまわないでしょう。ですが、そもそも高度な技量というものは事務所内だけではなく芸能界全体に

通用するのですから、 結局は、素質や才能が元からある人物と同様、技術を身に付けられたとたんに
移籍や離脱をほのめかされて、逆にタレント側に足元を見られてしまうわけで、結局、もとから素質

のあるタレントを抱え込んだケースと同様になってしまいます。日本の芸能事務所はタレントにた

いし、どちらかというと、一生本人についてまわる真の実力よりも、宣伝による知名度やスキャンダ

ルの無さなどといった虚飾をつけさせることに熱心なのはこのためです。

こういったことを防ぐには、初期の契約の有効期間をなるたけ長期間にしてタレントを縛るしかない

でしょう・・しかし、自分に芸能の自信があったり、事務所同士の争奪戦にな るくらいの優秀なタレ
ントであればあるほど、こういったきつい拘束を嫌います。逆にそういった契約を喜んでする人種と

いうのは、能力も無い、誰かに守ってもらいたい安定志向の公務員のような無能な人間だけとなり

ます。（うーむ、ジレンマですね。でもこれは企業の宿命といえるものです。昔の映画界にもおなじ

問題がありました）

 
芸能界全体に通用する高度な技量を持った人物がたくさん出てくることはコンテンツのレベル向上と

イコールであるからして、パイの総量が膨らむ芸能界、満足がいくドラマを見たり歌を聴いたりでき

る消費者、この両方に大きなメリットを与えます。つまり、タレントが自由に”持ち運び”できる高い
芸能の技術、知名度というものは、ある種、 所有権が個人に所属しているものでありなおかつ芸能界
全体が所属する公共財産というべきものであって、芸能事務所の私物ではないんだぞということです

。これは”社員研修のジレンマ”と同じかもしれません。

人材を育てるとどこの社でも通用する逸材に成長してしまい、逃げられて”しまって教育投資が回収
できない。だったら、どうせなならわが社の書類の置き場所とかいったどうでもいい雑務だけを覚え

ているような、ほかで通用しない能力しか持たせたくない、だけどどこでも通用する逸材を育てない

と業績はあがらずにライバルに駆逐されてしまう・・・確かにこれはジレンマです。これを断ち切る

には、タレントへの投資が”逃げない””他の場所に持っていけない”物であればよい、つまり、施した
教育、宣伝などの投資が、移籍先の他の芸能事務所では通用しないものであればいいわけです。

教育は絶対に逃げる。これは自明です、じゃあタレントに対する宣伝はどうか？これも逃げてしまう

投資の一種といえるかもしれません。すでに有名になった人を力のある事務所が急に無名にさすこと

はできません。どこの事務所に移っても、そのタレントの世間への浸透度は急には変わりませんか

らね。

通用するのはタレントが当該事務所にいるときだけで、もしタレントが”夜逃げ”しようとしたら全く
持ち運びのできない、こんな”不動産”みたいなものはないだろうか？あります。持続性のない宣伝
です。”大衆に忘れられやすく覚えられやすい、タレントへの宣伝”とでもいいましょうか。後には何



です。”大衆に忘れられやすく覚えられやすい、タレントへの宣伝”とでもいいましょうか。後には何
も残らないということは、タレント個人のなかには何も蓄積されないということですか ら、当然蓄積
されていない物を他に持っていくことはできません。出て行く意思を示したタレントに対し、いまま

で行っていたそれをやめることで事足ります。今まで住んでいた自分の登記ではない土地やアパート

の部屋を、出て行く際にこれからの生活の足しとして持っていけないのと同じようなものです。ほか

のたとえでいえば、エヴァンゲリオンの背中の電源が引っこ抜かれてしまうようなもんです。

 
まあ、ぶっちゃけた話、それは何かといわれれば、世間でよく言われてる”ごり押し”といわれてるも
んです。ごり押しは短期的効果は高いですが持続性がありません、したら”し続けなければ”いけま
せん。エヴァの背中から常時供給される電力みたいなもんです。

 
---（ここまで推敲済み。以後の文はhttp://snow.noblog.net/blog/g/にあります）
この文章は２００３年後期から２００４年初頭あたりに、私（＝柴十郎）がヤフー掲示板の投稿とし

て数回にわたって書いたもので、、すこし文章は変えてはありますが、おおおまかな内容はかわって

いません。

 
下書き段階ですがいちおうあげてみました。

http://snow.noblog.net/blog/g/

